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Ⅰ．目的と内容  
この講義では、子どもの文化的世界がどのように創られていくのかということを、ことばや描画など様々な表現

の獲得という視点からとらえます。特に、人間にとって、ことばを身につけることはとても重要なことです。な 
ぜなら人は、ことばをとおして気持ちを伝え合ったり、自分を表現することが多いからです。文字を読むこと 
ができるようになれば、現実には存在しない想像上の世界へ本を通じて行くこともできるでしょう。しかし人 
は一度ことばを身につけると、それを当たり前のものとして使うようになり、ことばの役割を忘れてしまいが 
ちです。 
講義では、様々な表現の獲得過程を整理し、日々の生活のなかでこどもの文化的世界がどのように創られていく

のか、特に言葉の発達に着目して考えます。そして保育の場でことばを中心とする表現の発達を支援するにはどのよ

うな方法が相応しいか考えます。 
Ⅱ．授業計画［単位数：１単位、授業週数：１５回］   
［前期］ 

１．こどもの文化とは 

２．ビデオ鑑賞 

３．ことばの獲得過程①：乳児期～新生児期 

４．ことばの獲得過程②：学童期以降 

５．ことばの獲得過程③：ことばの発達をとらえる視点 

６．ことばのはたらき①：思いを伝えあう 

７．ことばのはたらき②：自分を表現する 

８．ことばのはたらき③：「いま・ここ」を超えて世界とつながる 

９．グループ・ワーク ：紙芝居を作ろう（１） 

10．          紙芝居を作ろう（２） 

11．          紙芝居を作ろう（３） 

12．ことばのはたらき④：遊びのなかで育つことば 

13．ことばのはたらき⑤：からだとことば 

14．まとめ  

15．試験 

Ⅲ．講義の進め方  
  講義は基本的にパワーポイントを使用しておこなう。内容によってはグループ・ディスカッションやグルー 
プワークもおこなう。 

 
 
Ⅳ．試験と成績評価  
平常点と学期末試験により、総合的に評価する。 

 
 
 
Ⅴ．担当教員から受講生諸君へ  
  ことばを話すようになる前の自分を想像しながら、ことばを身につけることによって世界の見え方がどんな 
風に変っていくのかを考える時間にしてほしいです。 

 
 
Ⅵ．使用教材  
  教科書：使用しない。 
  参考書：講義の中で適宜紹介する。 
 
 

 


